ALINCO 
イー ジー エク サ 


大 XX@⑯⑳5Z 


取扱 説明 書 


角度 間 和 方 法 
折り た た み 方 法 
お 手入れ 方 法 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 
取扱 説明 娠 を よく お 読み いた だ さき 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 で で 使用 くだ さい 。 
@ 攻 恨 の た め 、 デ ザイ ン - 仕 欄 を 一 部 苔 東 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい - 
で 所 の 宮 は 国 く 球 じ ます 

ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 

ご の Mk イ ー ジ ー エ クサ シイ ン EXG0 71 を お 抽 いよ いた だ きま し て 、MC5 り が と う で きい まし た 


OH の 代 旧 上 の 宮上 各区 に つい て 肝 し く 記 し と いま た 
を で 全 有 に な る は 、 め すこ の 取 呈 よ く お 


1 OSF な り ます. のぶ っ て 名和 
人 了 秋 く 介 い た だ く た 上] を 人 を せ て くだ さい 


AN 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 怠る と 大 変 危 険 で す ! 


家庭 で 行う トレ ー 


ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 


本 書 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 下 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 株 の 不 注意 に よる いか な る 事故 も 、 抽 社 と し まし て は 一 切 の 中 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 。 史 全 の た め 必ず お 守り くだ さい 


設置 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


は お の カト レー ニン グ 只 (フィット ネス 肖 
5 です. 学際 - ス ポー ツジ ム ・ 和 な だ 、 和 衝 
の 用 に よっ て 人 され る も の で は あり ませ ん 、 
また 電 生 B2 の 上 的 で は 介し な いで くだ さい 
の 科 ・ 電 を 旧約 と し た 和 員 で あり 
2 人 と し てい まれ 
に 当 する 太 は を 使用 し な いで くだ さい 。 
9 が を と 腕 め た 
に 和 当 す る 太 は 人 に 机 の 上 、 で 全 天 く だ さい 。 
Ei の 滞り て いる や 特に の を 人 
ビ て いる 
の お る 
し て いる 、 す た RES の い の ある 
まあ る 
6 行内 計 な ど 角 に を お 近 ち の 万 
箇 し ょ う 生 な に おお る 
に の ぁ る 
ペースメーカー な どの 人 同月 所 お を 人 
月 し て いる 
9 時 た ち 入ら の 
Hb 
9 生生 な どの 人 人 大 の あ る 
わぁ る な 
リウ マチ 兵役 和 な どの 方 
の fk 生 な だ に より に の ある 
が 則 か っ て いる 
9 (へ 
な どり の ある 
共に し ぴた の 5 る 
6 なり ひうち どの E の や 上 な だ の ある 
リハビリテーション 内 で 人 用 され る 方 
BEP に 身 人 に を 中 ビ て いる どき 
ドス 一人 で の 軍 に を 弥 じ て いる 、 お 
は 者 か ら 見 て を う 感じ られ る が 人 され る 区 人 、 ソ バ 
ビリ テー ショ ン で の 由 和 で 人 記さ れる 区 は 、 誠 人 (人 
の 放 えり 上 ご くだ さい 。 ま たら ド の 
NR や ペッ ト の いる 則 逢 で の 人 は お や めく だ は 
の 仙人 四 は 大 9 kg で す 。 体重 90kg 
を 電 え る 人 人 生 を ち また は し 人 と 合わ 
て 9 0 k を える は で 侍 二 に な ら な いで くだ さい 、 
ご 本 する お それ が あり 、 重 大 な を 
EHPGRDOE 


人 すべり 大夫 


の 1 3 0 机 で す 連 人 150E 
上 の 電 人 は お や めく だ さい 。 ま た 、 で 人 肝癌 は 
ご 和 に な ら な いで くだ さい ・ 衣 叶 や 机 な ど 、 宙 2 
時 め る 押 因 と な りす 


1 この RON 人 書 は 大 に 生 連 され を す よう 
ト 有 和 4 お 宮 し か な る ご と が お 


設置 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


1 本 精 に お た り で 使用 いた だく た め 、 ル の ま 
り 、 ビン の い A2 (りな どの 人 変人 た 人 て 
の WI に CC な ど が な いで と を ど 克 誠 くだ さい 

2 の (投打 り な た か FI 
の Eu ポル ト 、 ナッ ト 、 パ イプ な どの 和 に 
や 胡 ら も な ど を 的 まな いよ うに で 守 軍 くだ さい . また 、 床 
人 恒 す マ ッ ト な ど を 遇 いて くだ さい 

3 本科 呈 を ご 邊 分 で き 信 、 も し く は 人 有り 外 し 
た で 人 され た 人 人 事 を こす お それ お お) 
ます の で 人 に し な いで くだ さい 


1 凍ら 周 は 9 を 和 人 し 、 穫 を 放 く な ど し て 中 
な DR に キズ が WS い よう で 損 く だ さい 

3 時 償 中 、 カ ッ ター ナ イブ な どの 末 和 や 工具 を 人 
する 電 人 は 取り 名 い に 十 分間 て ださい 

3 人 に 和 員 が 合 っ て いる と と を 必ず で 大 
さい ・ 一 内 っ て いな い 則 人 は 手数 で す が 、 祭 な カ 
スタ マー リー ビス 遇 まで で 枯 邊 くだ さい 

4 遇 還 了 後 、 大 き な グラ つき や ガタ つき が な いと と を 分 
EESNNN 


警告 ・ 注 意 


使用 中 の 警告 ・ 注 意 事項 


1 


Ir は 下 、 人 の 完全 定 さ れい る 
と と 、 消し て いな いこ と を で 和 護 くだ さい 。 メレ ト 
が 衝 ん で いた り 、 記 が 注 人 し て いる 尼 で ご 人 用 さ れる 
と 天 な を 記す お それ が あり ミナ 
中 は 有休 の サイ ズ に あっ た 理生 上 を 昌 記 し (ゆっ : 
り と 信吾 のち りす ぎる 字 は 各 け て くだ さい ) 手 和 や 和 の 
な だ きき に 注意 し くだ さい 
間 ・ 加 下 - ス トッ キン グ な ど で * 品 を ど 人 用 に な る の 
お ゴム 店 ( ラ 
シタ シュ ー ズ ] を は いて で 使 
くだ さい 。 之 和 才 を は が かず に 全 用 さか た 大 の き 
みや けが な ど 事 庫 に な り ま す 。 
3 に に 落し く ゆ チ る 宮 和 、 た 医 の 人 が 人 用 
、 た は を 宇 し た り い た りす る 行 る は 、 安全 人 
な い 軍 大 な を 放す お それ が あり ます の 決し て し 
な いで くだ さい 。 
バン ド i 有 和 が 9 か っ て いる 所 人 (お 還 の バネ が 伴 ば され 
て いる 状 ) で 角屋 を 行っ た り 、 手 を 攻 し た リ し な い 
よう ごく だ さい 。 バキ の 和 和 で 境 いく 有 を 天 
と が 間 し た り 、 け が の に な リキ ナー 
人 hl に は 、 決し て 指 な ど で 相 人 れ な いで くだ 
さい に を さ 込ま れ (重大 な を 
お びあ り 大 で 
人 の た @ ピ シャ ボールペン な ど を ポケ ッ ト ic 入 れ た リ 、 
MR けた まま で の 軍 和 は 和 講 F し な いで くだ さい 。 
守り た 、 本 反語 な どの 代わ り に 生じ な 
いで くだ さい 
ご (NNc は 分 な 補い 、 全 を ほぐし て くだ さ 
も 由 な を は ぐし て くだ さい 有 家 ト 
レー ニン され ます と 挫 な ど に 押す 国 に な り 
は 
本 は 1 和則 で す 。 時 に 2 人 で で 保 放 に な らち ない 
で くださ いい 
ため 、 人 SD2 で も 直 記 の すさ 同和 
な ど を 入れ た り せ ず 、 ミ た 和幸 に か さい お が 
近づか な いよ うに 分間 くだ さい 。 
かさ な おい る に は 、 人 人 半 は し な い 
で くだ さい 
3 は か る 拓 の 滞 を 5 生 し て 行う の が 
で 、 人 なめ る ば か りお 、 2 果 も 少 な 
RE 
の ょ うな 研 が 出 た と き は 、 軍 を 中 記し て くだ さ 
い 。 (@ ま い 、 よら つき 、 鶴 や 江 、 白 、 和 、 四 
の 4、 生 、 近 PE 池 天 、 け いれ ん 、 抽 ・ 和 
の 所 、 そ の 他 も あの 貞和 
人 KO た 9、 は 六 を 守 け て くだ さい 、 ま た 婦人 
や を し な が ら 生理 は 行わ ね いで くだ さい 。 
人 方 は さ な お 地上 が 本 抽 を 和央 と し て 生 司 し な 
いよ うす 江間 くだ さい 
人 を する と に は 本 を 拓 ま な いた う | 
で き 可 くだ さい 


安全 の た め 必 ず お 守り くだ さい 。 


1 は 弄り 所 還 と な り ま す の で 、 凡人 


は 、 本 を 分 思 し たり 、 放 は 6 装 に し 


本 は 測り 当たら ない 光 で ご 衝 く 
い 、 計 か や 人 、 ペ テン ダ や 有 、 琴 など 琶 の 
所 人 の 近く では 衝 し な いで くだ さい 、 サ ビ や 全 
みり RIE な り ま ナ 

本 は し っ か り と し た 水平 な 床上 に (証し た 昌 
し. 全店 の 人 人生 に も ポチ 、 


よっ て は は 有する 神馬 が あります 
特に 、 且 の 上 で は 使用 ならない で くだ さい 。 に 提 人 
和え モ チ 。 2 で は 前 マッ ト し で いす 。 
hs 人 を や は な だ に まつ か ら な いよ う 、 ど い 志 で 
ご 人 放 く だ さい 

を で 入選 の に 3 し て 、 香 に ご 注音 い た だ さ た い 内 | 
主 を ラベル に し て 時 っ て いす 。 本 体 り 誠 付 う ベ レ を は が 
し た り 人 W っ けた り し な いで くだ さい 

や 、 時 ・ 和 人 ラベ ル の お 理 で ない 
が お 人 で 半 に 編 れ 、 岳 作 を し な いよ うど 
くだ さい 計っ た 吉 ほ 和 の 避 に な り ま オー 


お 手入れ ・ 保 管 に つい て の 注意 事項 


人 AA、 注意 


を 胡 務 に わたり で 使用 いた だ く た め 、 下草 に 
な ど を 汰 さと っ て くだ さい また 、 才 が 放ち な 
い 人 は 中 人 光 の う 了承 で 拭き よう て くだ さい 、 
は 、 天 加工 及 人 に を 人 記し て いま 
の で シン ナー の 弄 いで の お ま 人 に 志 びく 
さい 

人 所 は 本 品 で つ 和 まず な な いよ うな 所 に 潮 、 
SF ひさ な お 子 人 区 に 鈍る こと の な いよ う 、 天 | 
に 応じ て 可 な ど を 覆し て くだ さい 。 また 、 下 日光 
が 泊る 直 や 放電 所 に は 人 芝 し な い 
で くだ さい 

一 、 激 午 そ の 他 の トラ プル が 発生 し た 二 合 に は 、 お 
手 計 で も 第 セカ スタ マー サー ビス を で ご 舟 く 

い 。 ピリ ー タ イヤ ル 0h20.36.419 
長介 ご 全 に な られ と 、 サ ビ や 末 朱 に より 名 
な どの 拓 人 が こ る 電 合 が あ りす 。 お 買い 上 げ ロ よ 
1 和 を 半 ぎ た 台 で 、 和 時 に て 磁 で さる 
介 合 は 有 箇 に て 上 條 サー ビス を 行っ て お り ます の で 、 
お 所 に 邊 を カス タマ ー リ ービス 諾 を で で 和 く だ さい 
され 、 下 人 放 され る 計り 及び 
を 主 和 大 り 上 、 ご 失 用 くだ さい 、 た 、 
放さ ね な く と も 、 上 の 3 じ び サビ の 人 生 な どき 
か ます の で 、 本 表 の 二宮 基 を 研 し 、 が 
いて と 本 如 か めか らら 年 用 くだ さい 

代わ た め 、 失 する 理 は 和 和 人 りり 決め 
っ て くだ さい 


各部 の 名 称 


李 名 を あけ まし た ら 投 置 を 行う 前 に 、 ず 名 部品 が 完全 に 国定 され で いる こと を ご 確 表 く だ さい 。 


本 な 


要 足 ・ 才 下 . ス トッ キン グ で 
使 必 し な 
を 抽 いて 介し て くだ 


マッ ト の 上 に 設置 する 
人 加太 び 人 の に も 


和 
KHROKSISC2I 


WW*ーー つ 
アク 
ea 
人 2 
2 
議 


WsrpeesxHa4omm( 大 時 
WsEsxD440XH13Omm 
YE 

チー ル 、PVC ( り 生 KE ニ ル )、 

jp (まり プロ レン )、 

NMBR( ト リル プ タ ジ ェ ン ゴ ム 、 

PE (きり エ テ レン) 

oke 

キ 


子ども に 朋 ら せな 
な なおる を 半 と 
1 な いよ うき 


小さ な お 子 様 や ペッ ト の い 
る 場所 で 使用 し な い 。 

名 分 に 、 
を 入れ た せれ ま た 人 


(の 国税 
りー の 有人 


角度 調節 方 法 


可 馬 パー 人 面 の 角 節 部 に ある 大 出 ビ ピン を 指 で 押さ え 
を 村 JBー を 上 下さ せる と と で 有する に と が 
左右 それ ぞ れ 、 同 じ 角度 に 合わ せ 、 衣 節 衝 は 究 出 ビン が 
穴 か ら 克 に 突出 し て いる て と を で 雄 認 くだ さい 。 


可 一 パ ー の 角度 を 変え る と と に より 、 サ ポー ト で れる 可 馬 
信男 や 運動 台 租 が 計 わ り ま す の で 、 ご 自身 の 体力 に 合わ せ 
I9 を し て くだ さい 。 


を な いよ う く だ さい 


パッド id 還 し ます めで 、 侍 し な が ら 恒 し て くだ さい 。 
に マッ ト な ど を 療 い て 果して く だ さい 


折り た た み 方 法 


取 時 は 、1 一 3 の 手順 で 折り た た ん で くだ さい 。 
使用 する と き は 、 刀 の 手順 (ヨー 1 ) で 展 還 し て くだ さい 、 


イ 。 ( 休 状 穫 ) 2 可 馬 パ ー 全 画 の 角度 聞 条 部 ③。 ( 届 双 
全体 を 床 面 に 寺 き ます 。 に ある 突出 ピン を 拓 で 洗 さえ シー ト を 折り た た み ま す 。 
な が ら 、 可 重 パ ー を 最 下 邊 
まで 下げ ます 。 
( 度 石 それ ぞ れ 行 っ て くだ さい ) 
5 


し へ :m 計 HDNSCDYEH KG 
に マッ ト な ど を 恋い て 休業 し て くだ さい 。 


お 手入れ 方 法 
本 製品 を 末永 くど 使用 いた だ く た め 、 運 動 に より 付着 し た 汗 を 拭き 到 り 、 定 期 約 に お 手入れ し て くだ さい 。 
主人: れ が 落ち な い 人 人 人 を 攻め て 反っ で くだ さい 


Op を 人 月 し て いま す の で シン の 和 い 誠 で の お 人 れ は かやの 


PCET FI 


PRPRRTEP で ET 


運動 は 無理 を せ ず 、 ゆ っ くり と 正確 な 動作 を 心がけ て くだ さい 。 
慣れ て きた ら 、 1 種目 に つき 1 0 1 5 回 ずつ ラー3 セ ッ ト を 目標 に 運動 し て くだ さい 。 
運動 中 は 、 パ ッ ド 以外 の 可動 部 は 絶対 に 持た な いで くだ さい 。 


EE に に に た に に) に) に 


PEPPYVPTPMPTRTT 


Nge0 | IE に uu 


上 記 の 運動 は 、 床 面 に 対し 本 体 が 滑ら な いと と を 確認 し て か ら 運 動 し て くだ さい 。 ま た 、 運 

動 中 可動 部 に 手指 や 毅 の 毛 を な ど を 挟ま な いよ うに ど 注意 くだ さい 。 

まこ の 連動 法 は イメ ー ジ の た め 、 不 画 を 保 す る マッ ト を 敷い て いま せん が 、 で 合用 時 は 選 ず 画 
を 保護 する マッ ト な ど を 次 いて くだ さい (寺社 で は 刺 用 マット を 和 吉 し て いま す 。) 


アフタ 
で 案内 
堅 陣 し イ つ コ 株 式 会 社 フリ ー タ イィ ヤル [仙人 0120-30-4515 


(AiOop-PVe00 し P1200-1.9ORV 寺 HB を <) 


フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 上 Ex%lgtiFAxo7-678-6410 


we FU 


